
「情報収集と意思決定」に関する実態調査

市場調査の現状や課題を比較調査

セルフリサーチの効果とは？
時間や予算が抑えられる



〈無料相談はこちら〉

PRIZMA 運営会社
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ネット集客⽀援

メディアPR代⾏

お問い合わせ https : / /www.pr izma- l ink .com/press/contact

https://timerex.net/s/lap_1979/0fb5e8dc
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調査概要

調査実施者：株式会社PRIZMA

調査概要：「情報収集と意思決定」に関する実態調査

調査手法：PRIZMAが提供する調査PR「PRIZMA」によるインターネット調査

調査期間：2025年8月22日（金）～8月25日（月）

調査対象者：従業員50名以上の企業のマーケティング担当者、企画職、事業責任者、経営層

調査人数：520人

モニター提供元：PRIZMAリサーチ



業務の中で情報収集、リサーチをする目的について教えてください（複数回答可）

セルフリサーチ実施したことがある セルフリサーチ実施したことがない

効果的なプロモーション
戦略の立案

販売戦略の策定

競合分析

市場動向の把握

製品・サービスの開発

ターゲット顧客の特定

製品・サービスの
認知度調査

その他

17.4%20.3%

22.2% 17.4%

15.1% 17.2%

15.9% 21.3%

11.6% 9.4%

9.3% 11.4%

5.5% 4.8%

1.0%0%



業務の中で「情報収集（リサーチ）」を行う頻度を教えてください

※調査会社等に依頼するものから、ご自身で対応可能な範囲まで含めた情報収集としてお答えください

セルフリサーチ実施したことがある セルフリサーチ実施したことがない

ほぼ毎日

週に2～3回程度

週に1回程度

ほとんど行わない

7.0%15.7%

29.4% 10.5%

32.4% 16.7%

19.1% 30.2%

35.7%3.4%

月に1回程度



主にどのような手段で情報収集（リサーチ）を行っていますか？（複数選択可）

セルフリサーチ実施したことがある セルフリサーチ実施したことがない

Googleなどの
検索エンジンで調べる

既存のレポート・白書を読む

SNS(X、Instagram、TikTokなど)
でトレンドを調べる

有識者・同僚へのヒアリング

自社の過去データを参照する

アンケート調査を行う

ChatGPTなどのAIを活用する

その他

21.6%16.1%

16.8% 15.2%

19.2% 7.0%

13.2% 12.0%

15.4% 15.7%

12.3% 11.6%

6.2% 7.0%

9.1%

0%

特に決まった方法はない0.9%

0.8%



既存の情報（リサーチ）の方法について、どのような課題を感じていますか？（複数選択可）

求めているターゲットでの
情報が見つからない

探しているデータとの
完全一致ではない

情報が古いことがある

出典や信頼性が不明

自社ニーズに合っていない

同じような情報ばかりが
出てくる

リサーチに時間がかかる

その他

29.8%

31.7%

31.5%

21.0%

18.5%

18.7%

18.3%

15.2%特に課題は感じていない

0.2%



情報が不十分で誤った意思決定をしてしまったことはありますか？

（n=258人）

－ セルフリサーチ実施したことがある － － セルフリサーチ実施したことがない －

（n=262人）

61.1%

たまにある

ほどんどない

16.4% 20.2%

よくある

ほどんどない

40.7%
44.6%

たまにある

2.3%

まったくない

9.7%

まったくない 5.0%

よくある



あなたが業務上で意思決定する際、最も重視している根拠は何ですか？

セルフリサーチ実施したことがある セルフリサーチ実施したことがない

市場調査やデータに基づく分析 29.1%25.6%

32.8% 24.0%

22.5% 15.9%

9.9% 6.2%

6.1% 3.9%

20.5%

0.4%

3.1%

0%

顧客の声やフィードバック

過去の経験や成功事例

上司・関係者の意見や指示

自分の直感・センス

特に決まった根拠はない

その他



マーケティングや企画立案等の業務推進において「データに基づいた意思決定」は

どの程度重要だと感じていますか？

（n=258人）（n=262人）

51.2%

ある程度

重要だと感じる

0.8%

まったく重要だとは

思わないあまり重要とは

思わない
9.9%

38.2%

非常に重要だと
感じる
非常に重要だと

感じる

55.4%

ある程度

重要だと感じる

4.3%

まったく重要だとは

思わない
あまり重要とは

思わない
8.5%

31.8%

非常に重要だと
感じる
非常に重要だと

感じる

－ セルフリサーチ実施したことがある － － セルフリサーチ実施したことがない －



アンケート調査を実施する際に負担に感じることは何ですか？（複数選択可）
※アンケート調査を実施したことがない方は想像してお答えください

セルフリサーチ実施したことがある セルフリサーチ実施したことがない

調査設計（設問の作成）が難しい

回答者を集めるのが大変

調査費用が高い

分析やレポート化に手間がかかる

実施にかける時間が足りない

適切なターゲット設定が難しい

社内の承認プロセスが煩雑

その他

15.4%13.0%

23.4% 14.2%

18.8% 17.3%

18.2% 15.2%

10.8% 9.5%

9.3% 12.9%

4.1% 3.8%

11.4%

0.2%

特に負担は感じない2.5%

0%



情報収集（リサーチ）や意思決定に関する業務において、

改善したいと思う点を教えてください（複数選択可）

セルフリサーチ実施したことがある セルフリサーチ実施したことがない

短時間で正確な情報を得たい

社内に調査できる仕組みが欲しい

外部の信頼できるデータを
使いたい

定量データに基づく
意思決定をしたい

チームでの情報共有を
円滑にしたい

データ分析の負担を減らしたい

特に改善したい点はない

18.0%15.7%

19.7% 11.5%

19.9% 19.4%

19.2% 16.6%

13.7%

9.3%

11.0%

10.5%

12.9%2.4%



自身で調査設計書を作成して、5分でアンケートを回収できる仕組みがあれば、

利用したいと思いますか？

まったく

思わない

3.4%

48.1%

まあそう思う

2.3%

すでに実施できる

環境がある

あまり

思わない

17.9% 28.2%

非常にそう思う非常にそう思う

まったく

思わない

7.8%

50.0%

まあそう思う

7.4%

すでに実施できる

環境がある

あまり

思わない

22.1%

12.8%

非常にそう思う非常にそう思う

（n=258人）
（n=262人）

－ セルフリサーチ実施したことがある － － セルフリサーチ実施したことがない －



【考察】
① セルフリサーチ経験者は「情報の質」に敏感

データの鮮度や信頼性が低いと、意思決定に大きなリスクを伴うことを

実感している。

経験を重ねるほど「どんな情報を使うか」が成否を

分ける。だからこそ、質の高い一次データの

活用が重要です。



【考察】
② 未経験者はリスクを自覚できていない？

情報収集の頻度が少なく、誤った判断に至る危険性を課題として

認識できていない可能性が明らかに。

「リスクを意識できないこと」自体が最大のリスク。

データを基盤にする文化づくりが必要です。



【考察】
③ 共通ニーズは「速く正確な情報」

経験の有無を問わず、スピーディで信頼できる情報へのニーズが

高まっていることが明らかに。

業務効率化と精度の両立こそが、次のステップへの

競争力。セルフリサーチはその実現を後押しします。



意思決定の基盤は「データの質とスピード」へ

意識の差はあれど、共通しているのは

「正確で速い情報が欲しい」

というシンプルな要望

意思決定の土台を支えるのは直感や慣習ではなく、

データドリブンな仕組みそのもの。

今こそ、情報収集を“作業”から“戦略資産”へと

変えていく時期に来ています。



アンケート調査×プレスリリース

企画⽴案から配信までプロが⼀括で代⾏

PR支援社数1,000社以上の取引実績があり、平均転載メディア数40

メディア以上と豊富な実績を⽀える経験豊富なプロが全⾯サポート。

⼤⼿リサーチ会社と連携したプレスリリース

1,022万⼈ものモニターがいるため、さまざまなセグメントで多種多彩な

モニターへの調査が可能。

⼤⼿メディアへの拡散で認知度向上に貢献

⼀般ユーザーの『読みたい』を⽣み出し、メディア記者・編集者からの

『載せたい』を⽣む企画⽴案が可能。

お問合せ・ご相談はこちら 資料請求はこちら

無料相談はこちら

https://www.prizma-link.com/press/contact
https://www.prizma-link.com/press/whitepaper/form/prizma_form
https://timerex.net/s/lap_1979/0fb5e8dc


株式会社PRIZMA

info@pr izma- l ink .com
https : / /www.pr i zma- l ink .com/
TEL：03-5468-1850(代)

https://www.prizma-link.com/
https://www.prizma-link.com/
https://www.prizma-link.com/

